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メール広告が生んだメールマガジン産業の現在

｢５ 行 広 告｣ の 意 味

1995 年12 月の 弊 社｢ インターネットウォ

ッチ｣ の 創 刊 で最 も大 きな 影響 を与 えた

のが､ メールマガジンの冒 頭に｢5 行広 告｣

と呼ば れるメール広 告を挿 人したことだ。

インター ネットメディアの 収 入源としてウ

エブ十｡の バナー広告が 認知 され始 めたば

かりのころで､ 文字 のみで表現 力に劣 るメ

ール広 告にニーズが あると見る 人は少 な

かった。だが､ 実 際にウォッチが 発行され

るとその即 効性 が わかり、また比 較的低 価

格に設 定されてい たこともあり、効 率のよ

い 広 告として認 知されることとなった。

こうして｢無 料のメールマガジン｣でお 金

を動かせ るようになった。そ れは、単に 発

行 元にお 金が 入るだけ でなく、広 告 代理

店 や 発 行シ ステム自 身 にもビジ ネスを 起

こす 新たな 叮能性 を産 むこととなった。

広告収 入とのバラン スが難しい 有料化

ウォッチ の登 場 に続く形 で 人Ｆ の出 版

社・新 聞 社 か ら 有 料 メール マ ガ ジ ンが

次 々登場した(P.118 資 料3-7-4)。しかし、

まぐ まぐの登場した97 年以 降この動きは鈍

化する。例えば｢ASCII24｣ は､｢ 将来 は有

料化｣ とiiつていた が結 局無 料となった。

無料 メールマ ガジンが 多くなっており、

有料化 すれば 部数は低 下する。部数が な

け れば広 告収 入が 見込 めない 。また 、ウ

ォッチの400 円　 月( 後に300円　 月)が ・

つ の 基 呷となり高い 料 金 設 定 も難し い 。

結 局 多額の 購読収 人 も見こめず､ 収支 設

計をするの が難しくなった のだ。

しかし､｢JNEWS｣ のように 質の 高い独

自 の切 り凵 の情 報 を提 供 することで、有

料 化 に 成 功 して い る 例 もあ る 。『Scan

Security Wi ｒｅ』の ように 引llj性と必 要性

の 高い メールマガジンは 有料で 運営 され

ることも多い。

実 は、広 告収 人 に頼らず、質を 高めて

購 読料 を主 たる収 入 として 設計 す れ ば、

ランニングコストが 低いため収 支設計 はや

りやすい。なお｢JNEWS｣ のペ ージには、

こうした 有料 メールマガジンの運営 ノウハ

ウ が まとめら れて おり（http:// ｗｗｗ.

jnews.eom/letter/letter.html#knowhow)

参 考になる ，

数 と 質 を 増 幅 し た ま ぐ ま ぐ

1997 年1 月に スタートし た｢ まぐまぐ｣ は 、

メールマガ ジンの読 者と発行 者の 両方 に

対してウェプ インターフェイスによる操作 を

叮能 にした、しかも､これらは 無 料で利 川

することが できた。

これ は2つ のことを意 味す るﾚｰ つは 、

発行 名･に 技 術的 、管理 的 障曜 が なくなっ

たので､ 発 行 者は内 容に 集中 でき、結果

として 質が 高く幅広いコンテンツが 提供 さ

れる可 能性が 増えた。

もう　･つは 、ウェブ さえ使え れば メール

マガジンが購 読できるため､ 従 来の メール

アドレ スを使 ったコマンド形 式 の メーリン

グリストなどに比べ､ 読者 の母 数を格段に

多くすることが できた

シ ェ ア･ イ ン フ ラ か ら サ ー ビ ス へ

当 初まぐ まぐはWebmaster である深 水

氏が 自 分の ために作った 発行 システムを

皆 で共川 するという形に近く、配信 サービ

スというよりは､｢ シェア･ インフラ｣というべ

きものだった。

事 実､ その 後のサービ スの発 展 の過 程

はシェアウェアやフリーウェアのそ れに 似

ている。完 令なものを｢ お 客｣ に提 供 する

のではなく、便 利 なツールを 先に 提 供し 、

発行者 や読 矜からのフィード バックにより問

題点を改 善しよりよいものに する､ というモ

デ ルだ。事実 、時 に過負 荷 のためにサ ー

ビスが 止まるといったこともあったが､ 随時

これに対応 するという形で|､300万部　 週

を支 える堅 牢な インフラにまで 発艇した。

この モデ ルで は 、発 行 者 も読 者 も｢お

客｣ というより｢共同 開発 者｣ に近い 感じと

なる。そのた め、まぐまぐにはip.なるサー

ビ スにない求心 力が 生まれた。読者や 発

行 者自身が まぐ まぐとメールマガジンを宣

伝 することとなったのだ。こうして、瞬く間

に170 万 人 まで 読 者 を増 や すこととなっ

た。

だが､ そ の読 者の 増加が､ まぐまぐにシ

ェア･ インフラからの 脱 却 を追 って い る。

母数が 大きくなれ ば､｢ 共 同開 発 行｣として

の連帯 感を維持 するのは 難しくなる。次 第

に｢ お 客｣ として､ 完 全 な｢ サ ービ ス｣を期

待 する 人が 増えてくる。 今後こうし た[ お

客] のリクエ ストにどのように応 えていくの

か。また､ そ の｢ お客｣ への 対応コ ストをど

のように 捻出 するのかが まぐ まぐの 課題と

なるだろう。

配 信 シ ス テ ム の ビ ジ ネ ス モ デ ル

こうした まぐまぐの成 功に 刺激をうけ て、

1998 年 度には次 々に新 たな 配信 システム

が 登 場した。ど れも基 本的 に配 信 、受 信

とも無 料である。

ではどこから｢ビ ジネス｣としての収 入を

得 るのか ？それには多く分け て次の3つ の

モ デ ルがある。

自社 媒 体広 告 収入 型

読 者が メールマ ガジンを 購 読する際 に

自 社媒 体 の購 読を誘 導し 、その 部数を増

や すことで、問接 的 に広 告 収 人の増 加を

期 待するモ デ ルである卜 先駆 名･であるま

ぐまぐがとったモデルで､｢Weekly Mag2｣

は120 万 人の 読者を 獲得し、1999年3 月実

績 で 月1,770万円 の 広告収 人 がある。

しかし 、この 部 数を 後発 が 獲 得するの

は厳しい状 況 にあるとい える。また、媒体

と部 数があ るからといって 必ずしも広 告が

入ってくるとは限らず､ リスクも少なくない 。

広 告 代 理 店 型

配 信 シ ステ ム を 提 供 す る 代 わ りに 、配

信 す るマ ガ ジ ン の 広 告 枠 を 押 さえ 、そ こ

に 広 告 を 入 れ る こと で 収 入 を 得 ようと す

るモ デ ル 。

読 者 数 第2 位 の クリック イン カム が 採 用

し て い るモ デ ル で､ 広 告 収 人 の 約2 割 を 発

行 者 に 還 元 し 、8 割 を 手 数 料 として 受 け 取

って い る。

こ の モ デ ルは 、広 告 枠 の 分 だ け 広 告 を
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人 れなけ れ ばならないた め、広告 代理 店

との組 み合 わ せが 必 要となる。実 際 クリ

ックインカムは 広告 代理店 サイバーエ ージ

ェントが 運営 に 参加している。

自 社 商品 宣伝 型

配信 サービ ス自 身からの 収人 は期 待し

ないが 、多くの 読 者や 発 行者 が その サイ

トに訪 れることで 自 社 の他 の 商品 を宣伝

しようというモデル。自 社サービスのノウハ

ウ訓練 用として提 供している場 合もあ る。

ココデ メールの場 合、サーバ ーレンタル

の 広告サ イトど考えているレ 一見､ 採算性

が 悪い ように 感じるが 、紙 媒 体へ の 広 告

や バナー広 告など の宣伝 費よりも、シ ステ

ムの開発 費の 方が 安い ので､トータルでは

十 分元 が取 れると判断してい るとい う。

しかし 、この モデ ルの場 合 、読者 数 が

爆 発的に増 えた場 合ランニングコストが 増

人し、広 告価値 よりも支出が増 える可 能性

が ある。この た め、意 図的 に 配信 サ ービ

スの告知 を行 わず､ ゆっくりとした 読者 増

加を望 むところもある。

なお 実際 には 、こ れらの モデ ルを組 み

合 わせた形 で運 用される場 合が 多い 。

望 ま れる 発 行 者 支 援

配 信システムの選択 肢が 増えたことは、

発行 者 にとって望 ましいことだ。だが､ 冷

静に 見るとこ れら配信 システムには、発 行

者に 利 益を還 元す るという仕掛 けが ない

か､ もしくは大 変少 ない 。

クリックインカムでさえ、広告 利益 の還

元 率 は2 割程 度だ。ちな みに、クリック率

は高くても4％ 程度 だというから囗 万 部の

マ ガジンを 月20同 発行して16 万円(1 クリ

ック20円の 場合) 。平 均 は1％を切 るとい

うから月 に4万 円を切 るということになる。

ちなみに 、これに 対して クリックインカム

ヘ の手数 料は､64 万円、16万円となり、こ

れが複数 メデ ィア分となるので 全体として

の収 入 は大 きなものを見 込 める。そう考

えると、もう少し 還元 率が上 がってもよい

ように思 うＯ

また、配信 契約 に関しても発 行 者側 に

不利 なものが 多い。たとえば､ そもそ も配

信の 保証 が なく、配 信事 故に対して 免 責

をうたうケースが ほとんどだ。これは､｢ 無

料サ ービ ス｣という側面から、発 行者か ら

も｢仕方 がない｣と受 け 止めら れている場

合が 多い。

しかし、たとえ無 料のメールマガ ジンが

無 料の配 信サ ービ スを使ったとしても､ そ

こに広 告というお金が 絡んだとたん｢無 料

だから｣で広 告主の 理解を得ることは 難し

い。もしそ れで 理解してくれる広告主しか

広 告が 入らない のでは、市 場 の広 がりは

期 待できない。

だからといって 無 料の 配信 サービ スが

その すべ てをカバーしなくてはならない わ

けで はない。実際 、トライコーン社 のアウ

トバ ーンのように 有料で配 信サ ービ スをし

ているものも存 在する。

今後 は無料 サービ スの次 に、配信 事故

等 に対する対 処を保証する(必ずしも金銭

表1　主なメールマガジン発行代行システム（筆者調査）

的 保 証だけ では ない 。 24時 間サポ ート保

証 なども含 む)プレミアムサ ービ スとも言う

べ き配 信 システ ムが登 場 するので はない

かと予 想する。

また､ 以 前 からいくつか のサービ スが ア

ナウンスしてい るが､ で きるだけ 早く購 読

料 の 決 済 サービ スを提 供 するような 配信

システムが 登場 することを期 待し たい。

コンテンツクリエ ーターが 儲か らない 仕

掛 けでは､ コンテンツはただ の消耗 品にな

ってしまう危 険性 さえあるの だ。

(山下憲治　株式会社インプレス)

発行システム名 URL 運営会社 開始時期 マガジン数 延べ読者数 アドレス数 発行部数／週

まぐまぐ http://www.mag2.com/ 株式会社まぐまぐ 1997年1月 8,300 11,562,000 1,700,000 13,130,000

Macky! http://macky.nifty.ne･jp/ニフティ株式会社 1998年7月 490 200,000 45,000 242,000

フライヤーマシン http://flier.jcss.net/ 宮地大介(個人) 1998年9月 350 7,500

CoCode Mail http://mail.cocode.ne･jp / アプリネツト株式会社 1998年10月 2,000

AMDS'' http://www.amds.o｢9/ 有限会社ジャパンネット

ワークサービス

1998年11月 70 47,000 17,000

CLICK  INCOME http://www.clickincome.net/株式会社サイバーエージェント

/株式会社オンザ・エッジ

1998年12月 670 1,245,000 1,040,000 1,919,000

Pubzine http://www.pubzine.com/ ソニー株式会社 1999年3月 1,000 100,000 2 50,000 2

ディアラオンライン http://www.tiaraonline.com/有限会社ﾈｸｽﾄ ﾌﾟﾗﾝﾆﾝ ｸﾞ 1999年4月 53 1,500 1,500 3,000
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